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幸
一
且
間
移
動
人

口
論

青

干日

堆

盛

月E

論

現
代
が
大
都
市
時
代
で
あ
る
と
稽
せ
ら
れ
る
所
以
は
‘
恐
ら

〈
政
治
経
済
社
舎
文
化
等
諸
般
に
亙
っ
て
大
都
市
た
る
も
の
の

間
民
生
品
川
に
於
て
出
む
る
小
山
中
一
拍
引
悦
に
存
寸
る
で
あ
ら
う

L
、
二

-
一
の
中
心
部
市
へ
心
人
口
集
は
L
」
い
ふ
京
動
的
な
る
現
象
に
も

頴
著
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
る
ら
う
。

一
曾
て
園
内
移
住
の
犬
都
市
人
口
構
成
に
及
ぼ
せ
る
影
響
を
論

ヒ
た
際
に
も
漣
ぺ
た
如
く
、
所
謂
る
人
口
の
都
市
集
中
と
は
移

住
閥
係
に
困
る
都
市
住
民
の
農
付
生
活
者
に
封
ず
る
比
較
的
な

増
加
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
自
然
現
象
と
も
稀
す
べ
き
生
死
差

額
や
、
仮
令
其
は
枇
合
的
移
動
で
は
あ
っ
て
も
都
都
聞
の
人
口

交
換
の
限
り
は
何
れ
の
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
も
見
倣
し
難
〈

移
住
結
果
と
し
て
の
来
住
超
過
が
無
け
れ
ば
都
市
人
口
の
成
立

及
び
其
急
激
友
る
護
展
の
姿
も
見
得
ら
れ
友
い
事
、
ど
友
る
。
今

議
開
移
動
人
口
論

後
も
都
部
人
口
は
移
住
の
流
れ
の
優
に
糾
へ
る
縄
の
如
〈
相
互

か
ら
推
論
し
た
。

1ft:. 
っ
て

都
市
人
口
の
大
た
る
移
動
性
I'l: 

就
て

w. Ro，eher; Betrachtungen uber clie ~:eügr"pltische Lage des grossen Stadte 
1871， Leip目巨. S. ][ “D:.¥s Zeitalte:r der r~rossen 日tädte “
開-ー遺稿集「都市政束の王叩諭と寅際J6JU都市制度論」中“ anage 
litan commllnities 4~ 
中川央之助氏「大都市時代。日現主そり可能原閃の考察長車済論議、第44巻 E競
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に
闘
聯
し
つ

L
愛
轄
を
繰
返
す
も
の
と
共
人
口
構
成
の
特
異
性

ば
軍
に
都
市
側
の
み
の
一
方
的
来
住
率
で
推
計
す
る
は
不
可
で

あ
り
、
圏
内
移
住
は
農
村
を
出
褒
黙
と
し
都
舎
を
終
局
黙
と
友

す
二
面
的
作
用
を
雨
地
貼
に
及
ぼ
す
事
を
断
っ
て
置
い
た
。

訟
に
問
題
・
と
す
る
董
間
移
動
は
住
居
地
と
従
業
叉
は
遇
皐
の

場
所
"
と
の
問
中
ピ
俗
ヨ
往
復
す
る
↓
江
崎
官
寸
照
子
的
移
動
11w
と
も
鴻

ー

:

ー

1
4
!』
・

1
う

3
1
¥
t
R
E
T
-

-叶

iu

イ

〆

ミ

芋

ル

J
4多

1

除

、

J
y
t
J人
¥
ト
仁
直
、
)
〉
♂
T
3
3
4
k
ζ
Lリ
J

一

t
n
V
1
t
到
F
l
d
t
t
E「
F
E主
庁

h
引
い

都
市
人
口
の
移
動
性
を
物
語
る
が
如
く
で
あ
り
市
人
口
調
査
時

現
在
に
於
け
る
大
都
市
及
び
共
近
郊
を
範
固
と
し
て
一
方
に
は

夜
間
に
於
け
る
住
宅
地
、
他
方
は
書
問
従
業
地
と
い
ふ
人
口
移

動
の
二
商
的
影
響
を
把
握
せ
し
む
る
の
便
宜
が
あ
る
。
之
に
皮

し
て
園
勢
調
査
に
於
け
る
来
任
調
脊
は
出
生
地
項
目
に
依
っ
て

推
定
さ
れ
る
限
り
、
既
に
幾
度
か
移
住
せ
る
過
去
の
事
寅
に
属

し
、
出
生
地
の
偶
然
は
兎
も
角
と
し
て
、
到
底
共
儀
で
は
移
住

の
背
景
に
内
在
す
る
諸
事
情
を
直
接
に
推
定
し
得
る
由
も
な
い

か
ら
、
何
の
震
に
人
口
は
移
動
す
る
か
と
の
目
的
確
認
に
も
此

第
四
十
四
巻

大」
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鋭
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者
間
移
動
人
口
論

書
問
移
動
は
有
用
で
あ
る
。

蓋
し
移
住
活
動
の
一
核
心
は
仕
事
を
求
め
て
住
居
を
移
抽
押
す
る

に
あ
り
、
必
十
し
も
仕
事
の
将
換
は
意
味
せ
ね
に
反
し
て
、
ヰ
置

間
移
動
な
る
現
象
は
従
業
の
場
所
と
住
居
と
が
分
離
す
れ
ば
必

A
Y
起
る
の
で
あ
っ
て
常
に
住
居
の
縫
更
で
は
な
い
。
斯
の
如
き

類
別
異
同
存
ナ
る
に
も
拘
ら
ず
、
約
じ
の
一
一
つ
の
現
象
社
成
誌

の
人
口
集
中
論
叉
は
移
住
統
計
の
範
閏
陀
包
含
せ
し
む
る
理
由

に
劃
し
て
一
際
は
疑
問
の
徐
地
も
存
ず
る
で
る
ら
う
。
が
併
し

蹴
っ
て
移
性
又
は
人
口
集
中
在
る
も
の
の
原
因
若
く
は
目
的
が

一
鵠
奈
透
に
存
す
か
に
想
到
す
れ
ば
初
め
て
、
仕
事
を
追
求
せ

る
人
口
移
動
と
し
で
共
通
地
盤
に
立
つ
現
象
で
あ
る
事
を
悟
る

で
あ
ら
う
。
我
k

は
っ
都
合
へ
」
友
る
合
言
葉
を
一
居
有
利
た
る

此
百
利
揚
所
を
得
ん
と
す
る
人
口
の
叫
び
と
乙
そ
聞
け
、
決
し
て

享
紫
隠
遁
の
地
を
求
む
る
人
達
の
口
や
さ
び
と
は
考
へ
な
い
か

ら
で
あ
&
。
斯
く
て
大
都
市
人
口
の
董
間
移
動
と
い
ふ
事
賓
を

山
事
げ
て
共
解
説
を
試
み
、
更
に
共
犬
産
業
枇
舎
の
人
口
組
成
を

検
討
す
る
事
に
依
て
、
粂
ね
て
人
口
集
中
の
目
的
地
黙
に
於
け

る
就
業
欣
態
の
一
烏
噸
闘
を
描
か
ん
と
し
て
、
再
び
大
阪
市
人

第
四
十
四
巻

C 

~~ 

腕

ヨ王
O 

口
を
登
場
さ
せ
た
。

近
時
交
通
機
闘
の
設
定
と
資
本
の
増
殖
と
は
相
候
ゆ
り
て
続
ミ

人
口
及
び
園
富
の
都
市
集
中
を
招
来
し
、
之
と
劉
照
的
な
る
農

尺
離
村
に
人
口
過
剰
又
は
録
制
Mmv
働
力
と
い
ふ
人
口
輝
遂
の
原

因
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
之
位
一
寸
の
来
杭
者
を
許
容
す
る
都

ー

‘

l
i
f
-
-
L
L
、

:

;

，

『

}

「

l

J

i

t
州
代
同

A
仁
辿
イ
定
〆
¥
同
山
イ
足
ぜ
と
州
目
前
叫
丈
を
お

F
F
Lく
詩

要
す
る
人
口
吸
引
の
理
由
が
存
在
し
左
く
て
は
左
ら
ね
。
岡
会

か
ら
都
合
へ
の
鑓
一
造
過
波
期
に
あ
り
或
は
大
都
市
の
影
響
下
に

世
か
れ
て
ゐ
る
郊
外
地
域
の
人
日
経
済
事
情
も
亦
、
此
聞
の
推

移
を
説
明
す
る
に
頗
る
興
味
深
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
は
昭

和
五
年
度
国
勢
調
査
「
従
業
の
場
所
」
の
意
義
を
解
説
す
る
潟
に

現
在
の
大
阪
市
境
を
限
界
と
し
て
取
扱
び
、
将
来
の
大
都
市
計

護
区
域
に
就
て
は
郊
外
人
口
の
大
阪
市
域
と
の
聞
に
書
一
間
移
出

入
が
行
は
れ
る
限
り
に
於
て
曲
四
分
見
透
し
が
興
へ
ら
れ
る
に
過

ぎ
ぬ
落
と
た
ら
う
。重

間
移
動
の
事
責

我
闘
に
於
て
昭
和
四
年
初
め
て
一
部
地
域
に
書
一
間
人
口
調
査

拙稿「来住とえ阪市人口構成j理情論議、第42巻、 Si品~:
K. Bucher; die Entstehung der Volkswirtsch.aft， S. 4::~o ， die :Innere 
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が
試
み
ら
れ
て
以
来
、
斯
事
賞
へ
の
枇
合
的
闘
心
が
漸
突
に
喚

起
さ
れ
、
翌
年
の
岡
勢
調
衣
に
は
へ
上
閥
的
に
従
業
の
場
所
友
る

一
項
目
が
追
加
さ
れ
、
昭
和
十
一
年
に
至
っ
て
遂
に
頗
る
超
大

た
る
集
計
の
結
果
が
公
刊
さ
れ
た
。
誠
に
近
代
セ
ン
サ
ス
の
華

々
し
さ
の
他
師
に
於
て
北
ハ
弊
苦
の
多
大
を
偲
ば
し
む
る
の
秋
、

比
三
一
か
之
が
統
計
的
利
用
を
敢
て
鴻
す
所
以
は
傍
ら
に
人
口
統
計

方
訟
の
吟
味
を
A
E
闘
す
る
主
共
に

他
面
に
於
て
斯
る
調
査
結

明
叫
が
加
呼
亡

H
B
H司
置
と
し
「
」
采
同
事
会
一
凡
立
さ
菩
立
つ
特
選
h
L
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ハ
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j
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L
三

TAU-ζ
ゅん
1

小む
J
ム
J
t
y
vレ
ふ
4
J
4
1吋人
a

レ

で
あ
ら
う
コ

さ
て
我
が
産
業
都
市
大
阪
に
於
け
る
毒
間
人
口
移
動
の
事
責

宇
一
確
か
め
る
に
首
っ
て
、
党
づ
昭
和
五
年
度
の
各
障
の
境
界
が

如
何
怠
る
歴
史
的
鑓
還
を
辿
っ
て
来
た
か
を
市
境
と
北
九
に
湖
及

し
て
見
る
事
は
、
人
口
集
中
又
は
定
住
の
殿
心
を
突
止
め
る
鴻

に
も
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。

周
知
の
如
く
大
阪
市
域
の
膨
張
と
共
人
日
の
躍
進
的
噌
加
と

に
は
数
次
の
郊
外
地
域
の
合
併
を
伴
っ
て
来
た
し
、
時
前
来
の
大

大
阪
は
更
に
康
範
閣
の
大
都
市
計
書
区
域
を
包
含
す
る
で
あ
ら

者
間
移
動
人
口
論

つllJ

H召
和
卜
年
王見
在
の
十
五
i函
L:l: 
大
IE 

旭

の
隔
医
を
夫
々

港
再
来
成
国
の
範
聞
に
含
む
十
三
回
と
し
て
昭
和
五
年
及
び
大

正
十
四
年
の
岡
勢
調
査
が
施
行
せ
ら
れ
、
共
以
前
に
於
て
は
今

の
大
正
、
港
、
此
花
、
天
王
寺
、
浪
速
の
境
域
を
も
含
め
る
所

の
東
西
南
北
の
四
大
医
に
過
ぎ
友
か
っ
た
。
更
に
明
治
三
十
年

以
前
に
於
て
は
殆
ん
ど
現
在
の
東
西
南
北
の
四
区
が
奮
大
阪
市

で
あ
っ
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
放
に
地
域
的
に
見
て
も
犬
凡
中

品
、
部
に
治
る
古
河
口
市
部
の
四
阻
と
決
港
天
王
寺
一
一
回
L
こ
を
相
川
へ

。
o

t
t
h
-
s
x
:
T
K
;
l
-
、
E
l
i
-
t
t
i
z
-
-舟
〉

R
J
F
Z
号
住
H
I
l
t崎
、
己

fι
レ

亡

当

者

upz
一
回
足
甘
片
足
一
昨
脇
市
て

-E

っ
。

っ
た
新
市
域
七
匿
を
象
形
的
に
中
間
と
呼
ぺ
ば
、
市
外
地
域
を

。。

指
し
て
外
郊
と
稽
し
で
も
差
支
な
い
で
あ
ら
引
。

(
大
阪
市
地
岡

各
医
剖
別
参
照
)

上
越
の
大
阪
市
民
割
に
基
い
で
昭
和
五
年
十
月
一
日
現
在
の

夜
間
よ
り
輩
間
へ
の
人
口
移
動
を
一
覧
の
下
に
見
易
く
摘
掴
め
た

の
が
第
一
表
で
あ
る
。
但
し
匝
内
移
動
は
各
回
人
口
の
毒
間
陀

於
け
る
増
減
従
っ
て
人
口
集
中
と
閥
係
な
き
般
に
省
略
し
た
。

狛
此
主
民
間
移
動
と
は
峨
業
あ
り
従
っ
て
産
業
に
従
事
す
る
者
叉

は
童
聞
の
準
校
に
通
風
一
・
す
る
者
に
付
き
、
従
業
所
メ
は
皐
佼
の

第
四
十
四
巻

止
用
=
競
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害
問
移
動
人
口
論

第
四
十
回
答

所
在
す
る
市
匿
名
を
記
入
せ
し
め
た
結
果
を
、
各
人
の
現
在
せ

一
一
第
二
披

五

る
市
医
町
村
を
基
準
に
製
表
せ
る
も
の
だ
か
ら
、
所
割
問
現
在
人

口
に
関
し
て
ピ
も
た
く
縫
っ
て
叉
完
全
在
る
動
態
調
賓
と
も
云

口
主
義
の
静
態
調
査
で
あ
っ
て
、
昭
和
十
年
度
の
如
〈
常
任
人

へ
な
い
か
ら
、
来
客
並
び
に
一
時
的
宿
泊
人
等
に
因
る
多
少
の

偶
然
的
計
数
を
含
み
、
叉
買
物
散
歩
等
の
篤
に
す
る
不
時
の
交

大阪市に於ける夜間より査問への人口移動

(昭和五年←I月一日現在)

9ト郊

移舵iI移入 1
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3，0'11 :1 :~， 782 

1，:訪日 1，<105

114，IHfi i 22，21[j 

第 一 表

No 地匿名
内域|中間 1

移 UlI移入移出 1移入|

2 ~ヒ 9 ，706 I 6，822 7，228 47，857 
3 西 4，469I 5，674 I 2，850 20，885 

5 浪速 7，369I 3，550 I 4，37a ! 14，800 
日天王寺町28I 4，481 819:11 9，7fi 

1-6 内域|州34143，凶 23，171 : ]29，237 

7 止b :m 町民7羽|山lm岨 1
自 港 22，44iJ! 5，9，);¥ 8，250 11，709 
。東淀川 16，463 I 3，10丑 4，6s7I 4，980 
10 西淀川 6，724 I 1，427 I 9，376 I 5，253 
11 住 二ロ是f 19，131 3，484 5，273 6，033 
12 東成 31，109 I 4，513 I 6，138 I 0，170 
13 西成 17 ，~10 I 1，657 I 6，654 I 2，851 

17ー 13中園 l肌 2371 叫

舟i wti|5wol叫揃 i22，ml
園山由圃司『唱四一J

通
量
を
も
一
斉
に
調
査
せ
る
交
通
統
計
と

も
此
骨
量
間
移
動
を
日
開
別
し
て
考
へ
る
事
は

l首

~~~ 
下
ち
，1，Ll， 

1妻J‘
hで

も
Jあ
る

斯
く
し
て
各
民
の
人
口
は
董
聞
に
於
て

何
庭
か
ら
何
庭
へ
と
移
動
す
る
か
、
郎
ち

移
出
と
共
逆
流
で
あ
る
移
入
と
の
嗣
係
を

絶
割
数
の
み
で
な
く
各
庖
夜
間
人
口
を
百

と
せ
る
指
敢
に
直
し
‘
更
に
輩
間
人
口
増

減
の
割
合
に
悶
て
、
喜
一
間
人
口
の
最
も
増

加
せ
る
束
匝
よ
り
目
躍
も
減
少
を
示
せ
る
西

成
直
迄
の
順
位
を
附
し
、
之
を
既
速
の
内

域
中
国
外
郊
の
三
匿
劃
に
於
て
も
検
討
し

た
る
結
岡
市
は
、
悉
遁
す
る
迄
も
な
く
明
瞭

に
諒
解
さ
る
与
が
如
く
内
域
で
の
集
中
賭

は
東
匝
か
南
匝
で
あ
ら
う
。

Rich.s， 

内閣続計局、昭和五年同勢調査報告、第三巻、[-_-1'二畑、 '500]i[
大阪都市協令編纂、大阪市都市計審問蛇びに附長年参Hl!
協一氏前褐書398頁「大阪市の交誼機関」中
年代別都市境域人口を分類せる好き範例として失害を見る。
Sigmond Sch.oU， die grosssradtisch.en Agglomerationen des deutschen 
1871-1910_ 
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各区夜間人口のこ1ド;J移剖と其柑減 (ι減少)

び噌減率%

't 郊
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夜間人口士川川せる寝間移動及
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166，241 6.2 - 3!l.!l :!:B.4 Iι6  

217川 o S.!l - ~O.8 :':1.0 ム1.5 i 

126川 6 り.4-お 8 I!l.:; 0.0 

11D，793 n，9 -.. 2~! ， 3 L5，o 2田4

144，672 時.6- H.日ニ .j，:J 心 2.7

116，741: 13.7 - 1o.1 ど-2土」
内域一一59と!品土竺竺一 1751 4 -

比花 182，761 i 1~.1 - 10.7 心 1...! 1'" 5.4 1 

8 港 362， ;38'~ ! S.u _ ei.O ーム 2.~1 ム 4..5 1 
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夜間人口

1，562，980 
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第二表

No地区名(

7-1~ 中閤|

1ー 13:i:)，m I 

〕在

ヰヒ

山
迎
寺

岡

市

主
浪

天

l-tl 

1 

。d

向
け

4 
. 
;， 

白‘
り

9 

10 

12 

11 

13 

者
間
移
動
人
口
論

併
し
乍
ら
第
二
表
を
見
る
上
に
於
て
注
意
ず

べ
き
は
、
軍
に
董
間
人
口
の
増
減
結
呆
よ
り
も

寧
ろ
共
を
生
ぜ
し
め
た
る
第
一
表
の
移
出
入
貫

教
と
共
背
景
を
成
す
各
匿
の
産
業
事
情
を
考
察

す
る
必
要
と
、
等
し
く
査
問
移
動
と
し
て
集
計

さ
れ
た
通
勤
と
通
曲
学
と
を
俊
別
す
べ
き
事
と
で

あ
る
。
削
ち
一
般
忙
通
勤
者
は
通
事
者
よ
り
も

多
く
て
而
も
移
動
の
距
削
酬
も
遣
い
ば
か
り
で
な

〈

3雪
陪1
1多
wr 
G~) 

.tg: 
i局A

は
と:~~
ノ

ifl 
契
り

閉
山
崎
政
事

4
1」
4

、=…
J

者
の
中
で
皐
生
及
び
生
徒
は
悉
く
通
皐
す
る
に

拘
ら
や
、
有
業
者
は
共
所
属
産
業
部
門
別
に
闘

っ
て
通
勤
又
は
自
宅
管
業
の
割
合
に
晶
変
化
あ

り
、
殊
に
各
属
人
口
移
動
の
地
域
的
特
徴
は
通

勤
に
存
し
、
迫
撃
に
就
て
は
特
に
問
題
と
す
る

K
足
ら
た
い
で
あ
ら
う
。

(
第
四
表
参
照
)

斯
る
推
論
の
折
柄
幸
に
し
て
六
大
都
市
産
業

別
査
問
人
口
怠
る
好
資
料
が
後
表
せ
ら
れ
た
か

ら
、
以
下
之
を
利
用
し
て
産
業
部
門
別
に
差
問

第
四
十
四
巻

第
二
競

五.

内閣統計局「六大都市斎業別者間人口~lIn 干II--r'一年三月非賀品14) 



者
間
移
動
人
口
論

人
口
の
増
減
を
第
三
表
に
提
示
し
た
。
伊
し
書
一
間
人
口
の
算
出

に
際
し
て
第
一
第
二
表
に
於
て
は
者
間
移
入
の
範
闇
を
隣
接
的

般
に
求
め
る
に
劃
し
て
、
之
は
営
一
該
都
市
院
へ
の
流
入
に
就
て

(ι同ノ!;.) 

1i"J ~I王幽_k~jjl*玉111部下空
1農業 37ム 110(-" 78 ( 107 1"' 17 i 

2水戸管業 1816 451"， '27 1"， ;: k ])j iム

3鎖業;)931"， 2;{:~1 11，0 1 271 Iム 1illl:，0.叫
4工 業い34，870)622，叫 11，illSI 12，84;; I 人148 i ム~，0331

5向 業( [>6，211ι 品川凸 20，19s1 :!u，G60 1 ，ご :~~4](; ム 7 ，6881
G交油業 :u，70oI611，83計リ，8GB) 2，270)ム GiJ.2Iム 2，30引

7公務自山栄 28日051.618.61判 ~)I:.~g;~ I 7，38B Iι1 :502 i6 ~~，羽田

8家事 3;:1716 ::![引 4G1 104 1ι11 191 

O其他の産業 4臼01"， m創 出 12¥)1 0，ム 7 

1主主~ I_~唖991'" 89~ぷ3![ö1 ，ÖG5 t4g~~2:t\:1 (iGlj~~~;;17~ 
10 通車 l1竺土王HJJ竺止竺jilz-ff
山議問移動むと止止5181~2610l 但杭町叩，7川7けU7

備考{各匝別の帯輸i減境数守字乙をf掲晶げるベきを紙幅筒節』約の幻削愛 Lて向業判) 
¥1亘工業医ft七慌の各一例として三阪を示したに泊ぎない j 

割

夜 nljより遊間へ四人u噌減数第三 表

~業部門別

第
凶
十
四
巻

I!日

/01.; 
' .. L. 

'a~ 

五
l国

北
(
外
側
川
よ
り
大
鰐
四
十
粁
の
閤
内
に
全
区
域
を
包
合
せ
ら
れ
叉

は
一
部
区
域
の
所
在
す
る
市
都
に
於
て
制
査
せ
ら
れ
た
る
者
に

限
定
せ
る
貼
に
、
前
後
の
集
計
に
於
け
る
移
入
超
過
人
口
の
晶
君

思
(
を
認
め
得
る
。
査
し
本
論
の
犬
阪
市
を
志
間
従
業
地
と
す

る
者
に
し
て
狛
和
歌
山
脈
下
に
性
居
を
有
寸
る
の
可
能
性
を

過
巴
円
し
得
な
い
い
の
は
、
軍
に
交
通
機
刷
刊
の
高
速
度
化
を
意
味

に
J

〉

1
p
p
o
目
み
よ

F
A
h

，、、

r

E

J〈

ρν

づ
グ
』
l
l

ト
L
U
J
J

〈

¥
1
Q
P
切
ツ
充
ト
土
問
叫
捗
吋
k
t
〉

F
8
4本
町

L
d
H
d
ι
ν
d
J
J
q
-
u
'
L
T
h
h
r
aぢ

JnHhJ勺
パ
U

一
泊
目
白
川
生
地
又
は
従
業
の
揚
所
に
依
る
限
り
、
常
住
人
口
に

就
い
て
初
め
て
完
全
に
施
行
せ
ら
れ
得
る
事
を
一
不
す
。

以
上
統
計
方
法
へ
の
若
干
の
考
察
桁
経
で
、
所
阻
ハ
の
常
一
向
日
間

移
動
の
事
震
を
判
断
し
た
結
果
、
書
」
夜
間
に
於
け
る
人
口
の

懸
隔
は
主
と
し
て
有
業
人
口
に
由
来
し
、
就
中
商
工
業
及
び

公
務
自
由
業
挫
び
に
交
通
業
等
の
如
き
都
市
的
産
業
部
門
に

顕
著
で
あ
っ
て
、
内
域
で
は
商
業
中
心
的
色
彩
を
盆
と
濃
厚

に
し
、
中
国
閣
は
工
業
都
市
的
紛
閣
気
を
呈
し
て
ゐ
る
。

害
一
間
移
動
の
解
説

同
内
人
口
移
動
の
種
類
も
亦
海
外
移
住
と
共
に
揚
斯
品
川
、



時
間
的
標
識
に
従
ひ
多
様
に
考
へ
得
る
が
、
就
中
口
以

4
M杭
術
的

意
義
に
富
む
の
は
住
居
の
移
締
に
過
ぎ
ね
場
合
も
あ
る
永
績
的

居
地
主
働
地
と
の
聞
に
於
け
る
毎
日
の
往
復
移
動
で
あ
ら
う
。
一

移
住
の
み
で
は
な
〈
て
、
官
r'(
リ必
A
V
叫
営
利
目
的
に
伴
へ
る
季
節

的
又
は
周
期
的
移
住
で
あ
る
か
、
荘
く
は
蕊
に
問
題
と
せ
る
快

斯
る
kf-
間
移
動
の
問
題
は
地
域
的
に
は
大
地
市
及
び
共
近
郊
に

fI: !促
ω:之

支

般れ
人陸軍
rr ':'4~ 

flお
24 f乙
咋11 は:

A 現

す住
WI ;t. 泊特
F九 十主主

主fjf
み:を

li? 
ぬ-<二

宇佐
九りに

共eI

ん
u

へこ
U
V
ヘ
守
子
r
E
d
J
L
Y
-
f
ー
ド
¥
れ
よ
口
、
コ
l
i

、I
K
A
U』
〉
』

Ez--垣
滋

印

J'HVド
ヰ
d
A
l
p
コ〆

κ
1
-ノ
占
卜
↑

i
J
d
A
/
l
tア

d
I
E
a手
持

〈

μ同
閉
山
山
下

せ
し
め
て
考
へ
る
で
あ
ら
う
。

既
に
董
間
移
動
の
事
責
に
於
て
見
て
来
た
如
く
、
住
居
と
従

業
の
場
所
と
の
分
離
は
仕
事
の
集
中
の
翁
に
必
中
し
も
岬
労
働
者

の
住
居
従
っ
て
生
活
の
集
中
を
必
要
と
せ
ぎ
る
に
五
つ
て
は
居

る
が
、
他
国
に
於
て
住
居
と
従
業
の
場
所
と
の
分
離
せ
ざ
る
大

多
数
の
有
業
者
に
採
っ
て
は
仕
事
の
集
中
が
住
居
の
集
中
を
伴

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
口
移
動
の
方
向
を
明
僚
に
ず
れ

ば
失
の
如
く
怠
る
。
邸
ち
同
一
通
勤
現
象
の
二
面
性
を
仮
に
分

け
て
住
居
よ
り
従
業
の
場
所
へ
を
朝
方
移
動
と
し
、
共
逆
の
流

事
問
移
動
人
口
論

れ
を
h
y
万
移
動
と
す
れ
ば
、
都
心
に
於
け
る
仕
事
の
集
中
は
後

と
都
市
来
住
士
山
く
は
朝
方
移
動
に
同
る
労
働
人
口
の
集
中
を
国

来
し
、
共
結
果
は
逆
に
従
業
の
場
所
よ
り
住
居
を
分
離
し
て
郊

外
往
住
及
び
夕
方
移
動
と
在
っ
て
住
居
人
口
の
分
散
を
計
る
事

と
た
ら
う
。
寅
に
書
一
問
診
動
は
朝
夕
二
同
人

n
の
集
中
止
分
散

と
を
繰
返
し
て
ゐ
る
謹
で
あ
る
。

さ
て
大
阪
市
谷
匝
の
有
業
者
の
多
少
を
泊
じ
て
仕
事
の
集
中

ほ
山
h

り
を
宿
泊
ふ
鴻
げ
仏
、
夜
間
に
対
す
ら
廿
一
川
一
同
の
榊
減
議
の
み
巾
じ
た

、，
1
3
2
、1
:
4↑

3
r
z
f〉
4
r
f
E
J
A
L
E晶

く

王

国

紙

n
y
I
ド

2
1
王
手
当
斗
乍
J
4
1
r仁司一

E
H
1
t
k

(
他
阿
に
於
て
無
業
率
屯
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
)
実
夜
に
於
け
る
有

業
率
の
順
位
に
は
対
ん
ど
鍵
化
な
く
、
内
域
で
は
有
業
多
く
中

闘
で
は
ゆ
く
、
地
域
的
に
見
て
有
業
率
の
懸
隔
は
従
岡
上
り
謹

聞
の
方
が
激
烈
で
あ
り
、
例
へ
ば
仕
事
の
集
中
は
東
高
忙
於
て

最
も
甚
し
く
住
吉
川
川
に
仕
事
少
き
を
知
る
で
あ
ら
う
。
次
い
で

住
居
地
よ
り
従
業
地
の
分
離
せ
る
有
様
を
見
る
矯
に
、
谷
区
夜

間
睡
眠
人
口
の
中
で
有
業
担
刊
を
基
準
と
し
て
還
問
弁
働
移
動
の

震
に
幾
何
の
通
勤
者
存
す
る
か
に
調
査
す
れ
ば
、
内
域
で
は
通

勤
率
低
〈
中
圏
外
郊
よ
り
の
移
入
通
勤
者
を
迎
へ
、
中
闘
は
通

第
四
十
四
谷

五

第

披

五.

li 
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六

第

量主

一
五
六

勤
率
高
く
内
域
へ
進
出
移
動
し
て
ゐ
る
事
が
推

定
さ
れ
る
。

然
ら
ぽ
第
四
表
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
有
業

通
勤
の
割
合
は
大
胆
聞
に
於
て
有
業
率
に
逆
比
例

し
、
仕
事
多
き
庭
は
住
居
地
と
従
業
地
と
の
介

制
剛
少
き
在
示
ず
で
あ
あ
ろ
。

(
第
四
表
夜
間
人
円

比
例
参
照
)
狛
怒
釧

K
五
れ
ば
産
業
の
種
類
粧
品
vm

規
模
の
犬
小
に
従
っ
て
通
勤
卒
の
多
少
に
も
差

異
を
生
中
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
其
は
弐
の
問
題

と
し
て
漣
ぺ
る
で
あ
ら
う
。

昨
と
れ
ま
で
人
口
集
中
の
意
義
を
囲
内
人
口

に
於
付
る
都
市
人
口
部
分
の
割
合
若
く
は
人
口

密
度
の
概
念
と
は
完
全
に
同
別
し
来
っ
た
の
で

は
め
る
が
、
政
で
は
人
月
密
度
が
訟
該
地
域
へ

の
士
清
の
古
さ
蛇
び
に
住
宅
地
と
し
て
の
オ
地

賃
貸
債
格
或
は
産
業
経
詩
形
態
と
も
照
腔
す
る

の
事
寅
に
鑑
み
、
之
を
掲
げ
た
に
過
ぎ
左
い
。

併
し
書
問
人
口
密
度
は
各
応
域
別
に
見
る

A. C. Pigon; op. cit.， p. 103 
財部博士「人日籾待?の原悶概良型概論叢、第三十八程、 I税、 32.8頁
汐見博士「人口特皮と経済生活路E情論叢、第三十三程、 5抗、 27買
菊間太郎氏「千ユーネシの人口論一昨21持論叢、第四十?<t~、 I抗、 129J"i 
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も
、
順
位
に
於
て
復
間
と
殆
ん
ど
境
ら
十
、
従
っ
て
内
域
と
中

園
と
の
匡
劃
に
も
異
動
を
生
ぜ
ポ
、
人
口
密
度
高
き
中
心
地
樟

降
統
的
に
根
強
く
た
な
る
人
口
集
債
を
呈
し
、
焔
外
に
迂
い
新

開
地
程
人
口
密
度
は
低
く
な
っ
て
ゐ
る
。

査
開
移
動
は
慨
し
て
人
口
密
度
の
高
低
に
逆
た
る
流
れ
を
一
不

し
・
比
較
的
に
農
排
者
多
き
近
郊
よ
り
商
工
業
者
の
集
中
せ
る

路
氏
-
へ
の
地
域
的
推
移
を
畑
る
設
端
と
も
見
倣
し
件
上
う
。

四

畳
間
四
人
間
の
窟
業
情
成

大
都
市
人
口
の
経
済
的
活
動
を
最
も
如
貫
に
穎
は
す
潟
に

は
、
既
に
園
勢
調
査
が
峨
業
と
所
属
産
業
と
の
国
別
を
認
め
、
更

坦

に
従
業
の
場
所
と
住
居
と
の
分
離
争
問
題
と
し
て
来
た
以
上
、

夜
間
人
口
職
業
別
よ
り
も
此
輩
間
人
口
産
業
構
成
を
探
る
方
が

一
厨
適
切
だ
誰
で
も
考
へ
得
る
所
で
る
ら
う
。

既
遁
の
差
問
移
動
の
結
果
、
大
都
市
内
に
於
け
る
各
匝
の
遣

問
有
業
者
は
夜
間
比
比
し
て
増
減
あ
り
、
且
総
人
口
に
於
け
る

布
業
者
の
割
合
に
費
化
あ
る
も
、
地
域
的
比
較
の
矯
各
原
有
業

者
棉
教
を
同
一
と
し
て
各
産
業
容
の
割
合
を
千
分
一
一
傘
に
し
て
第

選
問
移
動
人
口
論

五
支
に
示
し
た
。

却
ち
内
域
で
は
南
、
回
、
東
の
三
回
は
有
業
者
の
過
半
を
高

業
人
口
で
占
め
ら
れ
、
中
闘
で
は
西
淀
川
、
東
成
、
東
淀
川
、

此
花
の
四
国
は
工
業
人
口
が
支
配
的
に
多
数
働
い
て
ゐ
る
。
官
九

に
北
一
品
港
区
で
は
比
絞
的
に
交
通
業
者
が
多
く
商
工
業
者
の
制

合
は
た
差
な
く
相
似
て
ゐ
る
が
、
猶
内
域
な
る
北
極
は
商
業
趨

週
、
巾
閤
左
る
港
冨
は
工
業
趨
過
で
あ
る
の
は
夫
々
の
交
通
業

が
時
上
と
海
上
と
に
分
た
れ
る
世
帯
貨
と
共
に
誠
に
好
割
問
…
を
一
一
小

し
て
興
味
深
い
も
の
か
あ
る
c
山
川

L
新
の
が
く
内
域
と
中
関
rr

に
分
割
せ
ら
れ
で
も
、

地
域
的
に
夫
々
近
接
せ
る
所
の
、
浪
建
、

西
成
の
西
区
は
中
小
工
業
者
の
移
多
を
偲
ば
せ
る
知
で
共
通
で

あ
り
、
天
王
寺
、
住
吉
の
雨
匝
は
商
工
業
者
の
割
合
も
少
く
、

公
務
自
由
業
者
や
家
事
産
業
K
従
事
す
る
者
が
他
一
陣
K
比
し
て

多
く
所
謂
る
住
宝
匝
域
の
特
徴
を
示
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
如
〈
都
市
に
於
け
る
主
た
る
産
業
部
ち
商
工
業
に
弁

働
力
の
集
中
が
あ
れ
ば
、
共
事
が
更
に
共
他
の
大
勢
を
吸
引
し

て
、
我
々
の
議
想
以
上
に

E
大
な
る
都
市
人
口
が
出
現
す
る
詩

で
あ
る
。
之
等
大
都
市
産
業
人
が
凡
そ
如
何
友
る
揚
所
K
住
居

第
凶
十
四
巻

第

量龍

互王

七

七

佐藤弘氏「商工業と人口都市白相胸々係」楽館:)也理論文集(四)
高岡木一着「統計調査JII9頁
内閣統計局編「大正九年及昭和五年障l勢剥lE産業別人口 D 比較」
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諮問人口有業者自1苛:業総成

有業者線、数

第 五 表

産業議門別

を
品
H
bう
ム
」
も
一
一
燃
は
自
由
で
あ
る
か
ら
、
自
然
愛
生
的
な
る

行
政
再
割
に
固
執
す
れ
ば
、
純
粋
な
る
絞
憐
匝
域
の
設
定
は
閃

離
で
る
り
、
仮
令
一
腕
境
を
離
れ
て
大
都
市
計
4
4
R

を
樹
立
す
る
に

第
四
十
四
巻

八、

~t: w 

披

一
又
八

し
で
も
、
商
業
、

工
業
、
住
宅
の
竺
匝
域
以
外
に
未
指
定
一
慨
も

存
す
る
如
〈
、
現
賓
の
な
刊
匹
域
は
狛
此
外
に
線
地
農
耕
地
を
も

合
む
混
治
地
帯
で
あ
る
。
併
し
共
聞
に
地
僚
の
相
違
と
配
給
過

程
主
治
ビ
て
各
産
業
の
よ
比
地
が
決
定
さ
れ
、
之
が
併
働
者
の
性

居
に
如
何
に
反
映
す
る
か
を
火
の
如
き
抽
象
的
組
定
で
立
〈
事

;が

11¥ 
1ぐ
よ
う

約
も
中
央
た
る
太
陽
に
も
比
せ
ら
る
べ
き
商
業
中
心
は
若
早

や
何
等
の
生
産
も
せ
判
、
之
を
巡
る
幾
多
の
遊
日
吉
警
へ
ら
れ

る
工
業
町
を
牽
引
し
つ
ヘ
更
に
周
聞
に
は
衛
星
と
も
稀
す
ペ

詐
目
、
住
宅
村
を
折
出
し
て
郊
外
友
る
町
民
村
と
相
接
し
て
ゐ
る
。
云

は
ピ
小
宇
宙
に
過
を
ね
大
都
市
へ
の
流
星
の
如
き
」
農
民
離
村
は

主
と
し
て
都
心
へ
の
向
日
性
に
由
来
し
、

工
業
遊
H
A
へ
の
第
働

指
向
は
日
光
の
反
映
を
憧
慣
れ
る
放
で
あ
り
、
者
間
移
動
は
朝

夕
の
潮
の
滋
落
に
も
似
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

蓋
し
斯
の
如
き
人

n
集
中
の
牽
引
力
が
過
肢
に
及
ぶ
結
果

山
、
仕
事
の
集
巾
を
超
過
す
る
川
労
働
力
の
提
供
と
な
旬
、
畢
立

資
質
賃
銀
の
低
下
は
免
れ
期
く
・
所
初
る
十
九
一
升
金
一
升
の
高

地
代
の
裏
面
に
は
、
低
級
勢
働
の
過
剰
は
遂
に
は
異
常
た
る
低

掛川太郎氏馨「生歳立地論」一七八頁以下「中心都市K於ける工業集積jijir~~fJ!t{w而
叢‘第三十六巻、 5披参!m
PigOl1; op田 cit.， 109 
Pigoll; op. cit.， p" 1 10 
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弊
貨
従
っ
て
生
活
程
度
の
引
下
を
後
儀
た
く
し
、
都
舎
に
於
け

る
仕
事
の
陣
換
の
容
易
さ
も
貧
民
間
の
後
生
を
妨
げ
る
語
で
は

な
い
が
、
他
面
に
於
て
従
業
の
場
所
を
離
れ
て
住
居
を
郊
外
に

求
h
u
る
可
能
性
は
日
々
の
泊
勤
費
用
が
安
債
な
る
か
若
〈
は
遠

近
の
距
離
に
も
拘
ら
や
均
一
た
る
交
通
料
金
に
依
っ
て
谷
と
強

め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
喜
一
間
移
動
の
可
能
性
は
各
産
業
者
に
探

山
市

っ
て
一
様
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
活
動
し
得
る
だ
け
は
都
心
へ

の
仕
事
乃
佐
木
山
γ
に
作
ふ
住
民
の
過
併
の
一
以
合
を
緩
和
す
る
一
歩
一r

 

全
訴
と
も
た
ら
行
J
C

五

論

官業

以
上
安
之
、
書
問
移
動
の
事
寅
を
通
じ
て
夜
間
よ
り
者
間
へ

の
人
口
推
移
の
跡
を
辿
り
、
大
都
市
人
口
の
大
友
る
移
動
性
を

産
業
労
働
の
従
業
場
所
と
往
居
と
の
聞
に
於
け
る
集
散
欣
況
に

依
て
解
説
し
、
次
に
都
市
境
域
の
内
外
に
於
け
る
上
地
利
則
の

目
的
が
商
工
業
及
び
純
住
宅
等
の
如
き
地
域
的
分
化
宇
一
遂
げ
た

る
の
事
責
を
各
匝
域
遊
間
人
口
の
特
異
た
る
庁
業
構
成
か
ら
推

定
し
た
。
斯
る
方
法
に
依
り
従
来
は
漠
然
と
商
工
業
都
市
と
し

書
問
移
動
人
口
論

て
併
稀
さ
れ
た
る
大
都
市
の
産
業
を
地
域
的
に
分
割
し
て
商
業

中
心
地
域
井
一
共
を
園
続
せ
る
工
業
地
帯
と
注
し
、
更
に
各
産
業

人
の
住
宅
の
地
域
的
分
布
を
も
巧
察
す
る
事
は
、
内
容
的
に
云

へ
ば
書
一
間
移
動
を
潟
さ
ざ
る
都
市
人
口
分
子
を
も
含
ん
で
萱
間

産
業
人
口
全
般
の
成
立
渇
程
を
説
明
す
る
試
み
と
も
刷
聯
し
、

従
っ
て
都
市
人
口
の
淵
源
を
農
村
に
求
む
る
徹
底
的
な
る
人
口

集
中
川
岨
九
酬
を
機
先
す
る
事
と
も
な
り
、
斯
く
し
て
初
め
て
人
口

多
助

σ京
一
吋
干
一
よ
り
山
川
慨
に
併
し
川
る
の

E
あ
一
心
。
叩
ち
主
川

i

l

;

1

1

1

7

1

j

v

{

 

移
動
め
一
位
和
州
市
K
於
て
も
人
U
集
中
政
釣
目
配
大
で
あ
る
の
以
前
朱

郷
市
と
し
て
で
あ
っ
て
工
業
都
市
と
し
で
で
は
友
い
。
斯
る
断

定
は
恐
ら
く
夜
刷
人
口
に
も
共
通
し
て
ゐ
る
筈
で
は
あ
る
が

核
で
は
査
聞
に
於
て
泊
勤
迫
撃
の
矯
に
移
動
せ
ざ
る
人
口
は

舷
之
を
論
外
と
見
倣
し
、
唯
進
一
夜
間
夫
々
の
静
態
人
口
と
本
論

に
所
諮
る
判
定
な
る
書
一
間
移
動
人
口
と
の
闘
係
を
述
べ
た
に
過

ぎ
友
い
の
で
る
る
。

蓋
し
者
一
間
移
動
の
方
向
と
範
閣
と
は
叫
叫
に
幾
度
か
行
政
瓜
劃

を
超
越
し
て
、
云
は
E
都
市
務
長
の
必
然
の
道
を
歩
み
示
し
て

ゐ
る
。
共
故
に
偲
令
近
郊
地
域
に
澗
立
別
個
の
工
業
都
市
或
は

第
四
十
回
答

7μ 
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都
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宮
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町
日

割
ー
円

従

川

と

唱
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社

斗

-
V

か
一
一
ι

る

H
て

け
割
引
し

於

何

徴

片

引

例

品

開

ノ

s
η
J

如

州

ル

H
?っ
N
U

J
ら
山
町
わ

が
あ
市
札
口

る
で
時
十

あ
る
ケ
ヨ
+

で
れ
氾
)
一

大
ら
都
十

は
限
業
hw

離
ー
一
に
エ
叫

釦

醐

る

(

勤
距
す
生

温
逗
謝
誕

の
に
に
由

者
的
市
市

業
較
阪
中

尚
比
大
川
日
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品
畳
間
移
動
人
口
論

住
宅
都
市
が
出
現
せ
る
か
に
見
え
て
も
J

皐
寛
共
は
嬢
大
し
行

く
大
都
市
人
口
の
書
同
移
動
閤
内
に
包
容
さ
れ
、
蹟
義
の
人
口

集
中
と
い
ふ
結
果
を
僅
か
に
修
飾
せ
る
に
過
ぎ
た
い
と
見
倣
す

べ
き
で
あ
る
。

斯
〈
亡
北
百
三
間
移
動
人
口
が
大
都
市
全
般
に
於
て
占
む
る
枇
人
世
間

山
閣
の
誌
識
と
共
制
策
と
は
別
論
に
譲
る
ぺ
雪
に
し
て
も
、
少

-
-
2
K
3
z
u
p
-
B守
ト
，
、
，
，
レ
四
』
2
一2
，、，

n

H

F

F

〆

-

'

'

'

p

h

、，

J
j
z
u
E
1
E
到
ド
担
併

d
t
F
t
戸
(
に
担
之
主
〈
-
J
U
，
L

ニ
ウ
て

1
4
r
c
p
q

顕
著
事
象
に
肢
惑
さ
る
h

の
徐
り
、
之
を
軍
た
る
交
通
問
題
や

交
通
機
関
の
統
制
に
の
み
限
る
ぺ
き
で
は
友
く
て
、
問
題
の
重

要
性
は
寧
ろ
差
問
移
動
の
雨
師
団
結
に
作
す
る
住
居
と
産
業
と
の

調
和
を
如
何
に
し
て
都
市
計
霊
的
に
質
施
す
べ
き
か
の
方
面
に

も
認
め
ら
れ
よ
う
。

顧
み
て
主
同
人
口
の
結
果
を
鵜
呑
に
記
遁
す
る
の
み
に
止
り

得
左
か
っ
た
徐
論
の
意
義
は
、
偶
然
的
な
る
夜
間
現
在
人
口
か

ら
出
残
し
て
よ
り
確
定
的
な
る
常
住
人
ロ
ゲ
も
掛
照
さ
る
べ
き

竃
間
従
業
地
に
於
け
る
産
業
労
働
人
民
を
把
握
す
る
に
至
る
過

程
に
於
て
、
快
〈
ぺ
か
ら
ぎ
る
連
鎖
黙
を
此
蓋
間
移
動
人
口
に

認
む
る
に
あ
り
、
惹
い
て
は
斯
る
産
業
経
済
活
動
と
人
口
移
動

第
四
十
四
巻

四
む

第

披

一
六
r
U

と
の
閲
係
を
研
究
す
る
と
い
ふ
新
ら
し
き
方
向
へ
も
人
口
統
計

分
野
の
開
拓
を
他
日
に
期
し
得
る
足
同
め
と
も
友
る
に
あ
る
で

あ
ら
う
。

二
九
三
六
年
十
月
惰
)

統計時報、自第六十銑豆第六十三競「議問人口に就ν てJ<.たる六大都市の産業
構成(ー)(ニ)(三)(四)
人口問題第一巻四銃三好望堅太郎氏「大都市に於ける悉夜間人口移動」
Friedrich Kaestner; Probleme und Beg口仔 dernae:h.sten Reich只wohnl1ngszah-
Illng AlIg. St. Archiv， 2<>. Bancl. er5tes He仕， 1936フ S.2][，

勢働統計貸地調査及び商工業調査と同勢調査との辺cj)~ 封冒して云_';'0

28) 

29) 

30) 


